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2022連合アクション

すべての働く人にとって“必ずそばにいる存在”となる運動の構築

社会運動希求層とともに進める参加型運動

政策実現に向けた世論形成をはかるための共感型運動具
体
的
な
取
り
組
み
３
本
柱

「05(れんごう)の日」におけるオール連合型運動

社会運動に参加意向があってもできていない10代・20代層の思いを受け止める運動を進める

若者とともに進める参加型運動＝

とは？

2022～2023年度運動方針で掲げた第17期連合運動の基軸である
「新しい運動スタイル」の構築に向け、
若者の視点も取り入れ、多くの若者が参加する運動をめざす

目的
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多様化する社会運動 を調査

2021年、多様化する社会運動と人々の意識について、2,000名にモバイル調査。
社会運動の方法を９つの類型に区分し、参加経験や参加意欲などを聞いた。

多様な社会運動と労働組合に関する意識調査2021
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Ｚ世代の関心が高い ことが明らかに

10代の７割、20代の５割強が社会運動に参加したいと回答。
しかし、その多くが実際の参加には至っていない。

社会運動希求層＝

多様な社会運動と労働組合に関する意識調査2021
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社会運動と労働運動 とは？

社会運動

労働運動

社会運動とは、社会問題の解決や社会の制度や仕組み等の改善を目的として行われる運動。
組合活動（労働運動）の多くが社会運動に重なり、労働運動は社会運動の代表格と言える。

女性運動 平和運動

人権運動 環境運動



JTUC 6

若者とともに進める参加型運動 これまでの取り組み

Ｚ世代が考える社会を良くするための社会運動調査2022
（2022年3月公表）

座談会「Ｚ世代×社会運動×労働組合」
（月刊連合2022年3月号掲載）

構成組織・地方連合会の次世代を担う若者との意見交換
（2022年2月～4月実施）

「若者とともに進める参加型運動の考え方」
（2022年6月中央執行委員会確認）

整 理
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Ｚ世代が考える社会を良くするための社会運動調査2022
15歳から29歳までのＺ世代を中心とする一般の若者1500人にモバイル調査（2022年3月公表）

約９割が関心がある

「身近」な課題に関心が集まる

関心トップ「社会人Ｚ世代」は「長時間労働」
「学生Ｚ世代」は「ジェンダー」

社会課題

社会運動

「集会やデモ」などを忌避

「成果」と「わかりやすさ」を期待

３人に１人が参加経験あり
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座談会「Ｚ世代×社会運動×労働組合」
調査結果を受けて、社会運動を牽引する若者、社会運動の研究者と意見交換（月刊連合2022年3月号）

今の若者は貧困や格差が自らの課題

調査から読み解く

身近で当事者性の高い課題に関心が集まる

日本のデモは動員型で対話が乏しい

忌避感につながる

労働運動への期待

労働問題は当事者性が高い

対話を通して身近な問題を解決

成果をアピール

労働組合は『頼れる存在』に
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構成組織・地方連合会の次世代を担う若者との意見交換
調査結果や有識者の考察を踏まえて、構成組織・地方連合会の次世代を担う若者計126名と
「新しい労働運動スタイル」のあり方について意見交換（2022年2月～4月実施）

身近な存在、
頼れる存在に

若者の感覚に合ってない？

難しい？

動員で嫌々？

労働運動を
知る・学ぶ機会を

気軽に楽しく参加で
イメージアップも

若者に共感される
工夫を

ＳＮＳの活用で
若者とつながりを

成果や意義を
感じられるものに

労働組合は「人とのつながり」「対話」が重要！
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若者とともに進める参加型運動 の考え方

若者が意見を反映しやすい環境の実現

ＳＮＳによる積極的な発信

若者に対する労働運動の理解促進

地域・学校と連携した次世代を担う
若者への労働運動の理解活動

調査結果や意見交換を踏まえ、若者へのアプローチ方法などの「考え方」を整理

次世代を担う若者の「理解・共感・参加」が得られる運動を

参加方法の多様化と参加感の醸成

エンターテイメント要素の導入

わかりやすい言葉と学べる工夫

運動の経過・成果の適宜共有

運動目的の明確化と周知

アプローチの前提となる基盤整備アプローチの前提となる基盤整備 労働運動のイメージアップ労働運動のイメージアップ



JTUC 11

アプローチの前提となる基盤整備

若者が意見を反映しやすい環境の実現

ＳＮＳによる積極的な発信

若者に対する労働運動の理解促進

地域・学校と連携した次世代を担う
若者への労働運動の理解活動

若者の意見を反映しやすい環境の整備とともに、労働運動の理解促進をはかる

とは？

＜若者の違和感の解消、ニーズを知る工夫を＞
■若者が企画運営に参加できる仕組みの構築や、定期的
なヒアリングの実施。

＜世代間の溝を埋め、若者に共感される工夫を＞
■年の近い世代によるサポート体制。
■若者のチャレンジや困りごとを支援。

＜ＳＮＳの積極的な活用で、多くの若者に刺さる発信を＞
■ＳＮＳの特徴と目的を踏まえた現ツールの精査と発信。
■検索されやすい工夫（話題の＃ハッシュタグ付与など）。

＜若者の疑問に答える取り組みを＞
■セミナーなどを通じた理解促進。
■動画など学習器材の作成と発信。

＜身近な労働運動で、気づけば知っている存在に＞
■労働組合イベントへの子どもたちの参加促進。
■働くことやワークルールを学ぶ機会の提供。
■社会貢献活動などを通じた「頼れる存在」に。

■＝具体的な取り組み例
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労働運動のイメージアップ
より多くの人が理解・共感・参加できるよう、運動のあり方を工夫する

とは？ ■＝具体的な取り組み例

参加方法の多様化と参加感の醸成

エンターテイメント要素の導入
わかりやすい言葉と学べる工夫

運動の経過・成果の適宜共有

運動目的の明確化と周知

＜目的の明示で、運動の価値・重要性の理解促進を＞
■目的の明確化と見せ方の検討。
■目的と意義の発信・周知（ＳＮＳ等での事前発信など）。

＜多様な参加方法の提供と、参加感を得られる工夫を＞
■多様な参加方法による参加者数の増大。
■参加方法によらない双方向コミュニケーションの実現。

＜「楽しむ」ことができる企画づくりを＞
■プライベートでも参加したいと思える工夫。
■対象となる層に応じた取り組みの検討。

＜わかりやすい言葉遣いと、学びにつながる運動を＞
■運動の中で必要な知識が学べる工夫。
■簡潔明瞭で要点を絞った情報提供。

＜フィードバックで、参加意欲の向上を＞
■運動継続の重要性やゴールなどを明示。
■小さな成果でも動きがあればフィードバック。
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キックオフイベントでの工夫

キックオフイベントでも、「若者とともに進める参加型運動の考え方」を踏まえ、
実践的な運動にチャレンジしています！

運動目的の明確化と周知

■ 「考え方」の共有と今後の取り組みの周知など、イベントの目的を明確にし
ています。

参加方法の多様化と参加感の醸成

■リアルとオンラインでの参加と、話題のスポット・地域での開催で「参加してみたい」
と思わせる工夫を行っています。

■コーヒーブレイク会場を用意し、参加者の交流の場を設けています。
■相互通信ソフトによる双方向コミュニケーションで、学び考える機会を提供します。

エンターテイメント要素の導入

わかりやすい言葉と学べる工夫

運動の経過・成果の適宜共有

■このイベント自体を、皆さまへの経過・成果報告の場としています。
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具体的な取り組みの中で

以降、連合本部・構成組織・地方連合会が連携し

◆「考え方」の共有

◆ 好事例・先進事例の展開

を推進

7.29「若者とともに進める参加型運動」イベントキックオフ

２０２３

実践的な運動に

チャレンジと

検証・評価

「新しい運動スタイル」に若者の視点も

若者とともに進める参加型運動を展開

若者とともに進める参加型運動 今後の予定

第17期連合運動の基軸

2022～2023年度運動方針
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次世代を担う若者の「理解・共感・参加」で

持続可能な労働運動と明るい未来へ

日本労働組合総連合会
Japanese Trade Union Confederation


